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○2025年までに要支援・要介護者数が 

  倍増，800万人超え。 

○在宅介護の方向性，コスト削減 

［基礎理論： 運動医科学の知見］ 

○歩行モビリテイを指標とする 高齢者の   

 類型化 

   ①生活機能低下群（5,000歩以下） 

     ②中間群（5,000-7,000歩）   

   ③健康運動志向群（7,000歩以上） 

○高齢者層のポジテイブな側面に着眼 

○要支援・要介護者は、高齢者層の10% 

   を占めるに過ぎない。 

○狙い： 生活活機能低下群 

 意識変化・行動変容効果 
 

１．介護予防のシナリオ （参考）対症療法のシナリオ） 

２． ［作業仮説］ 高齢者の自立・健常を支える安心安全基盤 

４．評価分析，普及促進に向けた課題 
［他地域への応用］ 

○首都圏近郊の住宅団地 

  （上尾市尾山台・原市団地） 

○東日本大震災被災地・復興まちづくり 

  （釜石市・鵜住居地区） 

１．調査研究の構成 

３．都市型農園モデル 

  ［コミュニテイ菜園社実験］ 

○多摩ニュータウン：２住宅団地 

○地域ケア施設（藤沢市） 

○事前・事後アンケート調査→仮説検証 

○市民専門家の育成体制，専門家組織 

○介護予防シナリオの可能性 

２．作業仮設 
コミュニテイ菜園 
社会実験 

↓ 

自立度低下群の
意識変化・ 

行動変容効果 

 ○自立度低下群 
    歩数5,000歩以下 
    生活機能が低下，要介 
  護・要支援に陥 る可能 
  性あり。 
○中間群 
    歩数5,000～7,000歩 
     病気はあるが，生活 
   機能低下はない。 
○スポーツ志向行動群 
   歩数7,000歩以上  
  病気・生活機能低下 
   ともになく、良好。  

３．都市型農園モデル（コミュニテイ菜園）社会実験 
多摩ニュータウンにおける調査対象団地位置図 

メゾン落合団地 

落合4-2丁目(B)団地 

3-1 コミュニテイ菜園の社会実験～総括表 
区分 落合4-2丁目（B）団地 メゾン落合団地 

①全体協議会 ○H23-24 各年度3回開催（当初・中間・最終） 
     二年間に計6回開催，延べ60人が参加 

②コミュニテイ菜園 
    社会実験講習会 

○H23-24 計6回開催     
   (延べ95人が参加） 

○H23-24 計6回開催   
  （延べ79人が参加） 

③ブルーベリー栽培 
   実験活動（植付・ 
 剪定・施肥・収穫） 

○H23-24 計68回開催     
   (延べ200人が参加） 

○H23-24 計18回開催   

  （延べ86人が参加） 

［②③合計］ 
○H23-24 計74回開催     
   (延べ295人が参加） 

○H23-24 計24回開催   

 （延べ165人が参加） 

④アンケート調査 ○チラシを団地内に掲示し、参加者を公募        
○事前・事後アンケート調査を実施 
 歩行モビリテイ階層別に意識変化，行動変容把握
○事前アンケート票回収（有効票数：19票）   
 事後アンケート票回収（有効票数：21票） 

［湘南ゆうき村］○H24 コミュニテイ菜園社会実験講習会1回開催（18人参加） 
          ○H24 ブルーベリー栽培実験活動2回（38人参加），○計3回（56人参加） 
          ○事前・事後アンケート票回収（有効票数19票） 

上より（時計回り） 
○ブルーベリー栽培講習会（小林講師） 
○ブルーベリー苗木植付け準備作業 
○植付け作業完了（集合写真） 

  落合4-2丁目（B）団地 
 

・2011.09 緑化委員会と社会実験協力 
     協定を締結 
・2011.10 ブルーベリー栽培講習会 
・2011.10-12.09 栽培実証実験 
 （事前・事後アンケート調査実施） 
・2012.10 栽培実証実験完了 
 （収穫祭イベント） 
・2013.01 作業報告書提出  



コミュニテイ菜園づくり（落合4-2丁目（B）団地）  

上右より（時計回り） 
○コミュニテイ菜園基盤   
  整備 
○土づくり（丸山講師） 
○小道具 
○コミュニテイ菜園づくり 
  ベリー類，ハーブ類 
  宿根草類 
 

上より（時計回り）  ○湘南ゆうき村（施設）， 

○ブルーベリー栽培講習会（小林講師），○コミュニテイ
菜園準備作業，○ブルーベリー植付け作業 

    湘南ゆうき村 
   （地域ケア施設） 
・2012.06 藤沢育成会と実験 
 協力協定を締結 
・2012.06 ブルーベリー栽培 
 講習会 
・2012.10-13.02 栽培実験
（事前・事後ｱﾝｹｰﾄ調査実施） 
・2013.02 栽培実証実験完了 
・2013.01 作業報告書提出 

コミュニテイ菜園の楽しみ（小冊子） 

お茶会
ブルーベリーの植え付け終了後に、パラソルの下でお茶会をしました。
ハーブティーとブルーベリージャム、手作りのオレンジのケーキを頂きました。

左：お菓子とケーキ
を作ってくださった島
崎さん

上：オレンジケーキ

右：ブルーベリージャム
を使ったお菓子

今後は自給自足の予定

お茶会
ブルーベリーの植え付け終了後に、パラソルの下でお茶会をしました。
ハーブティーとブルーベリージャム、手作りのオレンジのケーキを頂きました。

左：お菓子とケーキ
を作ってくださった島
崎さん

上：オレンジケーキ

右：ブルーベリージャム
を使ったお菓子

今後は自給自足の予定

小冊子の目次構成 
○コミュニテイ菜園のある生活 
  と健康の街づくり 
○コミュニテイ菜園をつくろう 

○誰もが楽しめる庭 
○コミュニテイ菜園成功の秘訣 
○応援団を育てよう 
○実践編 
・ブルーベリーを育てよう 
・ハーブの育て方と楽しみ方 
・食べられる植物を植えよう 
・宿根草をいかした庭づくり 

第６回ワークショップ
ブルーベリーの植栽活動

①土を掘り起こす ②腐葉土やピートモスを
混ぜる

③苗を植える

④枕木を設置する ⑤苗に水やり ⑥植え付け完了

7-8月結実 11月紅葉 4月開花 冬期剪定 区分 質問項目 

［基本属性］ ○年齢，性別，一日歩数 

［Q-1］意識変化・行動変容 
 （三択方式） 

○友人知人が増えた，挨拶する人が  
   増えた，植栽や園芸への興味が増 
  した，外出が増えた，散歩の回数 
  が増えたなど10項目 

［Q-2］楽しみと生きがい 
 （複数回答可） 

○運動・スポーツ，趣味娯楽，知人・ 
  友人との付合い，ボランテイア活動，  
   園芸等18項目  

［Q-3］社会的なつながり 
 （五～七択方式） 

○友人・知人との付合いの頻度，参 
   加している活動の種類 

［Q-4］コミュニテイ菜園へ 
 の関心度（四択方式） 

○団地内の美化活動，キッチンガー   
   デン，健康づくりなど5項目 

［Q-5］体調や症状の程度 ○腰が痛いなど15項目 

４．評価分析 アンケート調査（事前・事後）質問項目一覧表 

      4-1 行動変容効果～事後アンケート［Q1-3］ 
   ○外出や散歩には効果が少ない。 
   ○コミュニテイ活動，植栽や園芸への関心を高めるうえで効果が大きい。 

      4-2 歩行モビリテイ階層別に見た行動変容効果 
～事前アンケート［Q1-1］×事後アンケート［Q1-3］クロス分析結果～ 

 

   ○自立度低下群・中間群 → コミュニテイ活動効果，植栽園芸効果，健康意欲効果 

   ○スポーツ運動志向群 → 散歩・ウオーキング増進効果，外出触発効果 



コミュニティガーデン普及のための
連携モデル

集合住宅団地
○分譲集合団地の管理体制のぜい弱さ

（公的賃貸住宅との比較）

コミュニティ菜園（都市型農園モデル）
○団地の緑地空間の活用，○ブルーベリー等の栽培

専門家グループ（人材バンク機能・交流支援機能）
○恵泉女学園大学社会園芸学科・園芸文化研究所・地域連携室

多様な効用への期待・
超高齢化社会の安心
安全基盤の促進・
予防介護シナリオ
○生きがい就労感充実
○新しい人間関係創出
○外出機会の増加
○閉じこもり傾向の解消
○楽しめる居場所
○健常・自立生活機能

手間がかかり困難・
専門的知識が必要
○栽培培指導
○講習会開催
○園芸講座
○園芸相談
○収穫祭
○ジャムづくり
○お茶会・交流会
○見学会

○多摩グリーンライブセンター
○オーガニックカフェ○
ハーブガーデン

市民専門家の育成

５． コミュニテイ菜園の 
普及促進課題 

○分譲集合住宅の管理体制上の   
   不備，人材不足 
          ↓ 
○市民専門家育成の必要性 
  コミュニテイ菜園の定着，自立 
○社会基盤としての地域連携体制 
    ①専門家グループ  
  ②地元の大学との連携体制 

恵泉女子学園大学ハーブガーデン
（2013.04 社会園芸学科新設） 

介護予防投資シナリオ

歩行モビリテイを指標とする高齢者層の類型化

身近で楽しめる居場所
生きがい・就労意欲
外出促進
○コミュニテイ菜園
○ブルーベリー栽培・収穫
○コミュニテイカフェ
○パラソル活動
○乗馬など

歩きやすい道づくり・
車から歩くことへの転換
散歩・ウオーキング促進
○歩車共存道路
○歩行者専用道路
○遊歩道
○サイクリング道路

削減効果は年間670億円
↑

歩行モビリテイ促進により

健常者から要支援者への
転換率を10%削減

↑

費用対投資効果評価

○介護費用7兆円／要介護・要支援者数460万人（2007)

1人当たり87万円

○介護費用19兆円／要介護要支援者数800万人（2025）

1年間に19万人／1年間に6,700億円の増加

（原典：社会保障国民会議報告書(2007)）

投資額は年間670億円

①自立度低下群
②中間群

③スポーツ指向行動群

転
換
率
の
検
証

5-1 介護予防投資シナリオの可能性（その１） 

○目標 
 ・高齢者の行動変容率＝10% 
 ・要支援・要介護期間＝1年短縮 
 ・要支援・要介護費用＝▼670億円 
 
○手段 
 ・身近で楽しめる居場所づくり 
  コミュニテイ菜園 
    コミュニテイカフェ 
 ・歩きやすい道づくり 
  歩車共存道路，遊歩道 
    コミュニテイサイクル 

コミュニテイ菜園活動 

（１）「中之条町研究」での体動計装着効果（500人・10年間縦断調査） 
  ○町の医療・介護費＝2％低減 
  ○1日平均「4,000歩＋速歩5分」で、閉じこもり傾向群を抜けることができる。 
    ‥青栁幸利（都老研） ：「１日5,000歩＋7.5分」健康法の実践、月刊ＪＡ,2010/08 
 

（２）信州大学「インターバル速歩の運動介入」 で医療・介護費20%低減効果 
   ○ただし、２，３年目からの定着が難しい。 
    ‥信州大「インターバル速歩」に関する一連の報告書より 

   

（３）松本市「健康寿命延伸都市宣言」（トレーナーによる健康運動指導を4年間）      

   ○要介護期間の短縮効果：女性で0.5年，男性で0.2年 
     ‥日本経済新聞記事（2013.01.03)より 

 

（４）厚生労働省「要支援改善施策」導入効果 
  ○要支援者1,000人に対して、年間で389名 

    ⇒ 234名減少、16%の効果  ‥厚労省調査研究事業報告書より 

 
（５）「歩行頻度と外出頻度と歩行障害発生リスク／認知症発生率」（2年間調査） 
  ○「１日１回以上」を１→「１週間に１回以下」では、4.98倍／3.49倍に。 
     ‥新開省二（都老研）：「高齢者の住みやすい町づくり」、(H18年3月)  

5-2 介護予防投資シナリオの可能性（その２） 
６．他地区への応用～理論から実践へ 

（１） 原市・尾山台団地（上尾市UR賃貸団地） 

  健康街づくり・高齢化する団地のストック改善策 

  ○ウオーキングマップ活動支援 

   （マップ作成，全戸配布，ウオー キング活動支援） 

  ○コミュニテイ菜園活動支援 

   （ブルーベリー栽培・キッズガーデン） 

（２） 被災地：釜石市鵜住居（うのすまい）地区 

   複合的な復興の街づくりを目指して 

  ○市街地の再生（土地区画整理事業など），災害公営住宅 

     の建設 

  ○地域に根差した産業の再生・生業の促進 

  ○高齢者の健常度の維持，健康まちづくりへのニーズ 

原市団地 

尾山台団地 

第５回ワークショップ
（土壌改良作業・ブルーベリー苗木植え付け準備）

しっかり耕し終わった
コミュニテイーガーデン

里山公園から運んだ腐葉土と土を混ぜる作業まず土を掘り起こす

集まってくださった団地の方々
（強風下で少し辛い作業だったが）

上左より（時計回り） ○荒れた園地，○コミュニテイ 
 菜園の土づくり，○ブルーベリー植付け作業， 
 ○基盤整備（枕木設置），○苗に水やり，○植付け 
 作業完了（コミュニテイガーデンの看板を設置） 第６回ワークショップ

ブルーベリーの植栽活動

①土を掘り起こす ②腐葉土やピートモスを
混ぜる

③苗を植える

④枕木を設置する ⑤苗に水やり ⑥植え付け完了

第６回ワークショップ
ブルーベリーの植栽活動

①土を掘り起こす ②腐葉土やピートモスを
混ぜる

③苗を植える

④枕木を設置する ⑤苗に水やり ⑥植え付け完了

第６回ワークショップ
ブルーベリーの植栽活動

①土を掘り起こす ②腐葉土やピートモスを
混ぜる

③苗を植える

④枕木を設置する ⑤苗に水やり ⑥植え付け完了

第６回ワークショップ
ブルーベリーの植栽活動

①土を掘り起こす ②腐葉土やピートモスを
混ぜる

③苗を植える

④枕木を設置する ⑤苗に水やり ⑥植え付け完了

第６回ワークショップ
ブルーベリーの植栽活動

①土を掘り起こす ②腐葉土やピートモスを
混ぜる

③苗を植える

④枕木を設置する ⑤苗に水やり ⑥植え付け完了従来は果樹や野菜づく
りは禁止。自治会が関
わるコミュニテイガーデ
ンとして再生した。 
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釜石市 

中心部へ 

大槌町へ 

片岸 

鵜住居 

箱崎半島 
（漁業集落群） 

釜石うみやま連携推進協議会結成（2013.05） 

市街地再生 
土地区画整理事業 

津波防災拠点 

小中学校移転地 
災害公営住宅 

観光漁業・民宿 

ハマナスの効用 
【NHK趣味の園芸講座・大出英子講師】 

○北海道から東方地方の海岸域に自生，バラ科 
○花はお茶。果実は生食用，ジャムや果実酒用。 
○北海道ではアイヌの人々の「保健飲料」に。 

○果実もきれいで、景観的にも優れる。 
○英国ではバラ園にも。（原種を日本から輸入） 
 

被災者の生活支援活動 

○NPO法人ピースジャパン 

（気仙沼市）の佐藤賢氏 

 の考え出したアイデア。 日経新聞(2013.01.06) 

ハマナスの花 

ハマナスの実 

事例カード①：飯田市のリンゴ並木（大火経験の歴史）

街
の
象
徴
「リ
ン
ゴ
並
木
」

○飯田のりんご並木～誕生背景～
かつての「飯田の大火」の復興過程で、当時の市立飯田
東中学校の生徒達の提案により生まれ、街のシンボルと
して今日まで、市民の手で守られ育てられてきた。

○交差配置型の防火帯道路の整備
万一の大火災時には、火災発生元を中心に市街地全体
の1/4の焼失でくい止め、それ以上の延焼を防ぐ役割。

飯田市リンゴ並木 
（防火帯の活用） 

研究成果のまとめ 

１．超高齢化社会のフロントランナー・日本における健康の街づくり 
 ○運動医科学から見た基礎理論：歩行モビリテイから見た高齢者の類型化 

   ①自立機能低下群（ 歩数5000歩・中強度運動時間7.5分未満） 

   ②中間群（歩数5000歩～7,000歩・中強度運動時間7.5分～15分未満） ） 

   ③スポーツ運動志向群（歩数7,000歩以上・中強度運動時間15分以 

  

２．高齢化社会を支える安心安全基盤の構造（仮説） 
 ○都市型農園ﾓﾃﾞﾙ（コミュニテイ菜園づくり） → ①②群の外出促進，意識変化・行動変容 

 ○歩きやすい道づくり→③群の歩行促進，歩行機能維持 

 ○多摩ニュータウン：２団地（2011-12），藤沢市：デイケア施設（2012）を抽出，社会実験 

３．高齢者の「生きがい・就労」・コミュニテイ菜園の社会実験結果 
 〇①②③群の意識変化・行動変容効果の分析評価 → 仮設の検証 

 〇予防介護投資シナリオの構成，可能性 

    ①②群の10%に意識変化・行動変容効果←→日本全体で年間670億円のコスト削減 

 ○今後の課題：都市型農園ﾓﾃﾞﾙ（コミュニテイ菜園）の定着に向けた社会基盤の提案 

 ○応用分野：他団地（上尾市UR賃貸団地），東日本大震災被災地（釜石市鵜住居地区） 

参考資料(1)：多摩ニュータウンの団地を対象とする理由 
わが国の超高齢化社会フロンテイアたる首都圏近郊部 

 

参考図(2):介護予防型社会資本投資シナリオ事例 
地域公共交通に係る新しい運営体系  

 

②運営費 

①整備費 

 外部不経済   

 の軽減額 
（医療介護費節減等） 

運賃収入 

公共財として
の特性 

外部経済の
創出効果 

運賃収入で 
賄える範囲 

公的支援  
（公益の範囲） 

 

公共交通   

により     
得られる        
公益総計 

 

        出典：国土交通省都市・地域整備局街路交通施設課資料をもとに筆者作図 

①コミュニテイバス：武蔵野市＝公民分担方式 

②乗り合い型 ④道路運送法の改正（2006) 
・従来のバス・タクシーではカバーできない少 

 量・乗り合い運送サービス 
 DRT（Demand Responsive Transport） 
・自家用有償サービスSTS（Special Transport   
 Service） 
・「地域公共交通会議」の立ち上げ・合意形成 

 ⇒国の許可を簡略化・弾力化 

公
共
交
通
の
整
備 
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参考図(3)：わが国の建設投資額の年代推移（1955-2000）  

資料：日本工営㈱ 田中 弘氏 

http://wrs.search.yahoo.co.jp/_ylt=A3xTpoKjEJ9QwkAAER.DTwx.;_ylu=X3oDMTFvMm10N2ZmBHBhdHQDcmljaARwb3MDMQRwcm9wA2lzZWFyY2gEcXADcWh2BHNjA0RSBHNlYwNzYwRzbGsDaW1n/SIG=18fqpkcou/EXP=1352702563/**http:/rd.yahoo.co.jp/search/direct/isearch/%A5%CF%A5%DE%A5%CA%A5%B9/%A5%CF%A5%DE%A5%CA%A5%B9/*http:/image.search.yahoo.co.jp/search?rkf=2&ei=UTF-8&p=%E3%83%8F%E3%83%9E%E3%83%8A%E3%82%B9

